
 

 

         

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 年 社会科出前授業 
 2 月 26 日(水)に、郷土博物館の方による、『昔の暮らしと当時の道具』の出前授業を行いました。体育館にて

3クラス合わせて2時間行いました。2時間目には、当時の人々の暮らしと当時使っていた道具の解説をお話を

していただきました。子どもたちの中には、学んだことを多くメモする姿が見られました。3 時間目には、実際に道具

に触れたり、郷土博物館の方に当時の様子や道具に対しての質問したりしました。重さや素材などに注目して道

具に触れている子どもの姿が多く見られました。初めて触れる道具たちを前に楽しみながら活動に取り組む姿も多

く、実施してよかったと感じました。 

令和7 年度は、子供たちが自分たちで考え、自分たちで創り上げる学校を目指します 

                                   

                                   校長  濵松 章洋 

 今年度も残りわずかとなり、学校も次年度の準備をしているところです。本校では、保護者の皆様やコミュニ

ティースクール委員の皆様から評価をいただいたことをもとに次年度の計画を立てています。今年度は、「相手意

識をもった言動ができる子供にすること・感謝できる子供にすること・挨拶がしっかりできる子供にすること」を意識し

てまいりました。これらは次年度も継続して取り組むことで、一層落ち着いた授業・学び多い学校にしてまいります。 

そして、来年度はこれに加えて、「自分たちで考え、自分たちで創り上げる学校」を目指して、日々の取り組みや

行事づくりに取り組んでまいります。これまでは、どちらかというと教師が子供の様子（実態）を考え、それに見合っ

たことを教師が選択し、子供に提示して取り組んできました。次年度は、子供の意見をよく聞き、選択肢や条件を

提示し、子供たちが選び、子供たちが考え、子供たちが創る。そして、可能な限り自分たちで運営していく行事や

学習活動へとシフトチェンジしていきます。もちろん、1年生と6年生では思考の深さも広さもまるで違います。しか

し、1 年生は 1 年生なりに先生や友達と相談しながら自己選択・自己決定の場を作っていきたいと思います。で

すから、見た目は派手な演出はないかもしれません。しかし、子供たちが育ち、力をつけていくように指導します。

そのため、お便りや保護者会などを通して、子供たちが取り組んでいる様子や学んでいる様子、つけている力を

紹介していきたいと思います。 

チーム杉森小学校は確固たるフォーメーションの下、先生たちが連携をとって子供たちの笑顔と成長のために

取り組んでまいります。どうぞご期待ください。 

  

sugimori-sho@chofu-schools.jp https://www.chofu-schools.jp/sugimori-sho/ 

令和 ７年 ２月 ２８日 

調布市立杉森小学校 

校長 濵松 章洋  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇図工の作品持ち帰りについて 
  これまでの図工で作った作品（平面）を持ち帰ります。不織布の袋に入れて持ち帰ります。その不織布の袋は、

次の学年でも使いますので、捨てずに保管をお願います。持ち帰った作品を観て、ご家庭でもお子様のがんばり

や成長を振り返ってみてください。 
 
〇令和7 年度の入学式の催しについて 
  ４月７日（月）は、令和７年度の始業式があります。始業式終了後、２年生は新一年生の入学式で歌や合奏を披

露するため、下校時刻が他の学年と異なります。下校時刻は１０時４０分頃を予定しています。ご承知おきくださ

い。服装は、いつも通りで構いません。 

〇算数の学習について 

少し先になりますが３月に入ってすぐ、算数の「はこの形」の学習で箱を一人一つ使います。授業で画用紙に箱

の面を写し取る活動を行います。角が丸くない小さめの箱（石鹸やバターの入った箱くらいの大きさで直方体か

立方体）のご準備をお願いいたします。 
※持ってくる日は、後日、クラスルーム等で知らせいたします。また、持ってくる際は、記名をお願いいたします。 

 
〇自分たんけん 
 生活科では、「自分たんけん」と称して、入学から今までの成長を振り返る活動を 
しています。子どもたちは、できるようになった喜びや感動を思い思いの表現（絵本、 
巻物、模造紙）でまとめました。活動を通じて、どの子も自分の成長を実感し、進級 
に向けて前向きな気持ちになっていました。 
 
〇発表 「3 年生に向けてジャンプ」 
 3 月6 日（木）は2年生最後の保護者会があります。それに合わせて、5時間目は各クラスで生活科の学習の発

表を行う予定です。内容は、「入学してからできるようになったこと」「3 年生への意気込み」等です。授業参観、保護

者会ともに、ぜひお越しください。お待ちしております。 

【学年からのお知らせ】 

先日は、保護者会へのご参加ありがとうございました。１年間の子どもたちの様子を振り返ると、様々な面でたくさ

んの成長が見られました。残り１カ月を切りましたが、最後まで子どもたちの良さを伸ばしていけるよう指導・支援をして

いきたいと思います。引き続き、よろしくお願いいたします。 

 

〇理科の学習について 

 ３月の理科では、これまで使用した教材(ゴムカー、豆電球、じしゃくなど)を活用しながらおもちゃを作る活動を行い

ます。子どもたちが作りたいおもちゃを決めますので、必要に応じてものの準備をよろしくお願いします。 

 

〇図工の学習について 

 ３月１１日(火)の図工は、４年生に向けて図工室で西井先生と一緒に学習を行います。内容は、「釘打ちトントン」で

す。安全に気を付けて行っていきます。お家でも、図工の様子について子どもたちに聞いてみてください。 
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先日はお忙しい中、保護者会に参加していただき、ありがとうございました。保護者会資料の中に卒業式や前日

準備の予定が載っていますので、再度、確認をお願いいたします。 

 

【卒業式練習】 

卒業式の練習が本格的に始まりました。５年生は在校生の代表として式に参列し、卒業生の入退場を合奏と合

唱で見守ります。卒業式という厳かな雰囲気を体験し、また、立派な６年生の様子をみて来年度の自分の姿と重ね

合わせてほしいと思っています。緊張感をもった練習となるため、前向きになれないことや疲れることもあるかもしれま

せん。ご家庭でも励ましていただければ幸いです 

【鼓笛のデビューに向けて】 

３月５日（水）の６年生を送る会で、いよいよ「聖者の行進」を演奏し、鼓笛デビューをします。６年生との練習も終え、

朝練や全体練習に真剣に取り組んでいます。「いつお家の人の前で演奏するの？」と保護者の皆様に披露する日

を、子供たちも楽しみにしています。ぜひ、ご家庭でも話題にしていただければと思います。 

卒業まで残り一か月となりました。この一年間、目の前のことに一生懸命取り組み、様々な場面で最高学年として行動する姿を

たくさん見ることができました。 

中学校進学を目の前にした子どもたち。自分のつぼみに力を蓄えている時だと思います。今まで身に付けてきたものをさらに定

着させて、中学へと羽ばたいてほしいと願っています。今を中学生になる大切な準備の時と考え、学習と生活の振り返りをして、自

分の課題に向かって、最後まで精一杯取り組めるよう声をかけていきます。 

３月は、６年生を送る会やお別れたてわり遊び、学年イベント、卒業式と、６年生のための行事が続きます。子供たちが、今まで

お世話になった杉森小に感謝の気持ちをもって卒業の日を迎えられるよう、過ごしていきたいと考えています。 

保護者の皆様には、この一年間、ご理解・ご協力をいただき感謝しております。ありがとうございました。 

 

●６年生を送る会リハーサルについて 

  ３月５日（水）に６年生を送る会があります。合唱「あさがお」・合奏「ダンスホール」を披露します。３月４日（火）３時間目に体育館で

行います。お時間ありましたらぜひ、お越しください。 

 

●３学期保護者会について   ３月３日（月）  １４：４５～ 
  今年度最後の保護者会があります。１４時４５分から、各教室で卒業までの予定や卒業式のことについてお話しします。 

〇杉の木「マイタウン染地」 
 4 年生の「杉の木」は、１学期～２学期と「多摩川大捜査線」に取り組んできました。身近な多摩川の魅力を再発見 
したり、昔の多摩川について学んだりして、 川の未来について考えました。３学期は、子供たちの目を「染地の地域」 
に広げて、「便利さ」「安全」「楽しさ」の視点で自分たちの住む「染地の地域」を見直しています。 
 こうした活動の中で、「染地の地域」がより便利で安全な地域になるように、子供たちそれぞれに意見が生まれて 
います。「『不審者情報』を耳にすることが多いから、お巡りさんのパトロールを強化してほしい。」や、「走っている車 
が見えづらい箇所があるので改善してほしい。」などです。こうした意見を市や警察署に届けるために、子供たちは 
根拠を明確にして、説得力を高められるよう調査活動を行っています。もしかすると、保護者の方にも調査活動にご 
協力をいただくことがあるかもしれません。（写真撮影や「地域の声」としてのインタビューなど）その際は、可能な範囲

でご協力いただけますよう、よろしくお願いいたします。 
こうした経験が、社会に出た際に自分や自分の生活を見直す力に生かされるといいなと願っています。 




